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燃料油メーター（自動車等給油メーター）

燃料油メーターって何？
ガソリンスタンドで、長いホースがつい

た大きな箱のような機械を見たことがあり

ますよね？あれを「燃料油メーター」と呼

びます。昔は「ガソリン量
りょう

器
き

」と呼ばれて

いました。ただガソリンを入れるだけでな

く、主に 3つの大きな仕事をしています。

1：ガソリンを吸い上げる
地面の下にある大きなタンクから、ガソリンを吸い上げます。

2：量をはかる
「何リットル入ったか」を正確にはかります。

3：代金を計算する
1 リットルの値段に合わせて、全部でいくらか計算します。

機械のなかには、ガソリンが通るとクルクルと回るメーターが入っ

ていて、その回り方でガソリンの量をはかっています。水道の蛇
じゃ

口
ぐち

から

出る水の量をはかるのと同じような仕組みですが、ガソリンスタンドの

メーターは、とても精密に作られています。

ガソリン量
りょう
器
き
はこう進化した！

日本で最初のガソリンスタンドができたのは、大正 8年（1919年）

のことです。東京の神田という場所に、日本石油（今の ENEOS）が

作りました。それまでのガソリンは一
いっ

斗
と

缶
かん

という大きな缶に入れて売

られていましたが、この時初めて、今のように「機械で車に直接入れ

る」スタイルが登場しました。当時は車もガソリンも高級品だったの

でガソリンスタンドで働くことは憧
あこが

れの職業でした。
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大正時代：手で回して入れていた！
最初はいまのような形ではなく、手回しポンプのような形でした。

ハンドルをぐるぐる回してガソリンを吸い上げ、上にある透
とう

明
めい

なガラ

ス容器にためて、そこからホースで車に入れていました。

昭和の初め：時計のようなメーターが登場
昭和 5年（1930 年）ごろになると、時計の針のようなメーター

がついた機械が登場しました。これによって、ガソリンがどれくらい

入ったかがひと目で正確にわかるようになりました。

昭和 30年代：デジタル＆天井から吊
つ
り下げる！

カチカチと数字が入れ替わるデジタル式の表示が登場しました。

また、天井からホースをぶら下げるタイプが開発されたのも、この

時代です。

じつはこれは日本ならではの工夫で、土地が狭
せま

いため場所をとらな

いようにと生み出されたものです。世界の人は驚
おどろ

いたそうですよ。

ハンドルを回してガソリンを入れる

（東京都計量検定所蔵）

昔のガソリンスタンドの写真

（東京都計量検定所蔵）
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世界トップクラスの「正確で安全」を守るために
昭和 47年（1972 年）に、ガソリン量

りょう

器
き

に関する重要なルール

が定められました。

それまで「一度合格すればずっと使っていい」とされていたガソリ

ン量
りょう

器
き

ですが、「機械は古くなるとズレるかもしれないから、7年ご

とに厳しい検査をやり直して、合格した証
しょう

拠
こ

のシールを貼
は

りなさい」

というルールに変
へん

更
こう

されたのです。

なぜ 5年や 10年ではなく、「7年」なのか不思議ですよね。これ

にはちゃんとした理由があります。

理由 1：機械がくたびれる時期
ガソリン 量

りょう

器
き

の中には、金属の歯車などがたくさん

入っています。毎日たくさんのガソリンを通すと、7年

くらいで部品がすり減って、正確にはかれなくなる可能

性が出てくるからです。

理由 2：安全のため
ガソリンは燃えやすいので、機械が古くなって漏

も

れた

りしたら大変です。7年という区切りでしっかり点検す

ることで、みんなの安全を守っています。

ガソリンスタンドに行ったとき、機械の横をよーく見てみてくださ

い。検査に合格した証の四角いステッカーが貼
は

ってあるはずです。そ

こに書かれている有効期限が切れた

機械でガソリンを売ると、そのガソ

リンスタンドは法律違反になってし

まいます。今度ガソリンスタンドに

行ったら、車の中からシールを探し

てみてくださいね。 燃料油メーターに貼
は

られた

合格ステッカー


